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    安全上のご注意 
 
ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に 
防止するためのものです。これらの事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、 
「注意」「警告」「危険」の三つに区分されています。いずれも安全に関する重要な内容ですから、 
国際規格（ISO/IEC）、日本産業規格（JIS）※1）およびその他の安全法規※2）に加えて、必ず守ってください。 
※1) ISO 4414: Pneumatic fluid power -- General rules and safety requirements for system and their components 

ISO 4413: Hydraulic fluid power -- General rules and safety requirements for system and their components 
  IEC 60204-1: Safety of machinery -- Electrical equipment of machines (Part 1: General requirements) 
  ISO 10218-1: Robots and robotic devices - Safety requirements for industrial robots - Part 1:Robots 
  JIS B 8370: 空気圧-システム及びその機器の一般規則及び安全要求事項 
  JIS B 8361: 油圧-システム及びその機器の一般規則及び安全要求事項  
  JIS B 9960-1: 機械類の安全性‐機械の電気装置(第 1部: 一般要求事項) 
  JIS B 8433-1:ロボット及びロボティックデバイス―産業用ロボットのための安全要求事項-第 1部：ロボット                                         
※2) 労働安全衛生法 など 

 

 
 危険 切迫した危険の状態で､回避しないと死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるもの｡ 

 
 警告 取扱いを誤った時に､人が死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるもの｡ 

 
 注意 取扱いを誤った時に､人が傷害を負う危険が想定される時､および物的損害のみの発生が想

定されるもの｡ 

 

警告 
①当社製品の適合性の決定は､システムの設計者または仕様を決定する人が判断してください｡ 

ここに掲載されている製品は､使用される条件が多様なため､そのシステムへの適合性の決定は､ 
システムの設計者または仕様を決定する人が､必要に応じて分析やテストを行ってから決定してください｡  
このシステムの所期の性能､安全性の保証は､システムの適合性を決定した人の責任になります｡  
常に最新の製品カタログや資料により､仕様の全ての内容を検討し､機器の故障の可能性についての状況を
考慮してシステムを構成してください｡ 

②当社製品は､充分な知識と経験を持った人が取扱ってください｡ 
ここに掲載されている製品は､取扱いを誤ると安全性が損なわれます｡ 
機械･装置の組立てや操作､メンテナンスなどは充分な知識と経験を持った人が行ってください｡ 

③安全を確認するまでは､機械･装置の取扱い､機器の取外しを絶対に行わないでください｡ 
1.機械･装置の点検や整備は､被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置などがなされていることを 

確認してから行ってください｡ 
2.製品を取外す時は､上記の安全処置がとられていることの確認を行い､エネルギー源と該当する設備の 

電源を遮断するなど､システムの安全を確保すると共に､使用機器の製品個別注意事項を参照､ 
理解してから行ってください｡ 

3.機械･装置を再起動する場合は､予想外の動作･誤動作が発生しても対処できるようにしてください｡ 

④当社製品は、製品固有の仕様外での使用はできません。次に示すような条件や環境で 
使用するようには開発・設計・製造されておりませんので、適用外とさせていただきます。 
1.明記されている仕様以外の条件や環境､屋外や直射日光が当たる場所での使用｡ 
2.原子力､鉄道､航空､宇宙機器､船舶､車両､軍用､生命および人体や財産に影響を及ぼす機器､燃焼装置､ 

娯楽機器､緊急遮断回路､プレス用クラッチ･ブレーキ回路､安全機器などへの使用､およびカタログ、取扱
説明書などの標準仕様に合わない用途の使用｡ 

3.インターロック回路に使用する場合。ただし、故障に備えて機械式の保護機能を設けるなどの 
２重インターロック方式による使用を除く｡また定期的に点検し正常に動作していることの確認を 
行ってください｡ 
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    安全上のご注意 
 
 

注意 
当社の製品は、自動制御機器用製品として、開発・設計・製造しており、平和利用の製造業向けとして 
提供しています。製造業以外でのご使用については、適用外となります。 
当社が製造、販売している製品は、計量法で定められた取引もしくは証明などを目的とした用途では 
使用できません。 
新計量法により、日本国内で SI 単位以外を使用することはできません。 
 

保証および免責事項/適合用途の条件 
製品をご使用いただく際、以下の｢保証および免責事項｣､｢適合用途の条件｣を適用させていただきます。 
下記内容をご確認いただき、ご承諾のうえ当社製品をご使用ください｡ 
 

『保証および免責事項』 
①当社製品についての保証期間は､使用開始から 1年以内､もしくは納入後 1.5 年以内、いずれか早期に 
到達する期間です。*3) 

また製品には､耐久回数､走行距離､交換部品などを定めているものがありますので､当社最寄りの 
営業拠点にご確認ください｡ 

②保証期間中において当社の責による故障や損傷が明らかになった場合には､代替品または必要な交換部品の提
供を行わせていただきます｡なお､ここでの保証は､当社製品単体の保証を意味するもので､当社製品の 
故障により誘発される損害は､保証の対象範囲から除外します｡ 

③その他製品個別の保証および免責事項も参照､ご理解の上､ご使用ください。 
 
    ※3) 真空パッドは､使用開始から 1年以内の保証期間を適用できません｡ 
       真空パッドは消耗部品であり､製品保証期間は納入後 1年です。 
       ただし､保証期間内であっても､真空パッドを使用したことによる摩耗､またはゴム材質の劣化が原因の 
       場合には､製品保証の適用範囲外となります｡ 

 

『適合用途の条件』 
海外へ輸出される場合には､経済産業省が定める法令(外国為替および外国貿易法)､手続きを必ず守って 
ください。 
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       設計上のご注意        

！ 警告 
(1)アクチュエータの駆動について 

シリンダなどのアクチュエータを駆動する場合は、予めアクチュエータの作動による危険が 

発生しないように対策をしてください。 

(2)メンテナンススペースの確保 

保守点検に必要なスペースを確保してください。 

(3)換気について 

密閉された制御盤内などでバルブを使用される場合、排気エアなどで制御盤内の圧力が上昇し

ないよう、また他の機器の発熱などで熱がこもらないように換気口などの設置をお願いします。 

 

 

        選  定          

！ 警告 
(1)仕様をご確認ください。 

本製品は、圧縮空気システムにおいてのみ使用されるように設計されています。圧縮空気以外

の流体は使用しないでください。また、仕様範囲外の圧力や温度では破壊や作動不良の原因と

なりますので、使用しないでください。 

(2)低温下での使用 

低温で使用される場合は、ドレンや水分などの固化または凍結がないように対策してください。 

 

 

        取付け           

！ 警告 
(1)漏れ量が増大した場合や機器が適正に作動しない場合は使用しないでください。 

予期しない作動により、けがや破損を招く場合があります。 

(2)取付け状態を確認してください。 

ねじの緩みや脱落及び配管の抜けや潰れ等がないことを確認してください。また、圧縮空気を

供給し、適正な機能検査及び漏れ検査を行って正しい取付けがされているか確認してください。 

(3)バルブへの塗装 

製品に印刷または表示されている型式や仕様は、消したり、はがしたり、文字を塗りつぶす  

などはしないでください。また、樹脂部分に塗装されますと溶剤により悪影響を及ぼす恐れが 

ありますので、塗装は行わないでください。 

！ 注意 
(1)運搬、設置、配管、配線、運転、操作、保守、点検の作業は、専門知識のある人が

実施してください。 

感電、けが、火災等のおそれがあります。 

(2)製品の分解や改造はしないでください。 

けがや破損を招くおそれがあります。 

(3)製品を化学薬品等で拭かないでください。 
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        配 管           

！ 注意 

(1)配管前の処置 

配管前にエアブロー（フラッシング）または洗浄を十分行い、管内の切粉、切削油、ゴミ等を

除去してください。 

(2)製品への配管 

製品に配管する場合は、本体に記載しております記号やラベル表示を参考にして供給ポート 

などを間違えないようにしてください。 

(3)シールテープの巻き方 

配管や継手類をねじ込む場合には、配管ねじの切粉やシール材がメカニカルバルブ内部に入り

込まないようにしてください。なおシールテープを使用されるときは、ねじ先端部を１山あけ

て巻いてください。 

(4)ワンタッチ管継手の取付 

弊社のワンタッチ管継手をご使用される場合は、当社ホームページ 

(URL https://www.smcworld.com）にある総合カタログ（管継手＆チューブ共通注意事項）を

ご参照ください。 

(5) 接続口径 R1/8,NPT1/8の継手のねじ込みについて 

継手を配管する際は、手締め後、工具にて 2～3 回転締込んでください。ねじサイズ R1/8,NPT1/8

の締付トルクの目安は 3～5N･m になります。 

(6)当社以外の管継手を使用される場合は、その継手メーカの指示に従ってください。 

また、使用条件に於いて問題が発生しないことを必ずご確認ください。 

(7)位置決めが必要な場合などに、ねじ込み後に戻すとエア漏れの原因となります。 

 

 

        給 油           

！ 注意 
(1)初期潤滑剤により無給油で使用できます。 
(2)給油する場合は、タービン油１種（無添加）ISO VG32をご使用ください。 

また給油を途中で中止した場合、初期潤滑剤の消失によって作動不良を招きますので、給油は

必ず続けて行うようにしてください。タービン油１種（無添加）ISO VG32 の各社の銘柄につ

きましては、当社ホームページをご参照ください。
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        空気源           

！ 警告 
(1)清浄な空気をご使用ください。 

圧縮空気が化学薬品、有機溶剤をベースとした合成油、塩分、腐食性ガスなどを含む時は破壊

や作動不良の原因となりますので使用しないでください。 

！ 注意 
(1)エアフィルタを取付けてください。 

バルブ近くの上流側に、エアフィルタを取付けてください。ろ過度は５μｍ以下を選定してくだ

さい。 

(2)アフタクーラ、エアドライヤ、ドレンキャッチなどを設置してください。 

ドレンを多量に含んだ圧縮空気はバルブや他の空気圧機器の作動不良の原因となります。アフ

タクーラ、エアドライヤ、ドレンキャッチなどを設置し対策を施してください。 

(3)カーボン粉の発生が多い場合、ミストセパレータをバルブ上流側に設置し除去して

ください。 

コンプレッサから発生するカーボン粉が多いとバルブ内部に付着し、作動不良の原因となりま

す。 

(4)バルブ内部にはグリースを使用しています。 

バルブの二次側にグリース成分が混入する場合がありますのでご注意ください。 

 

以上、圧縮空気の質についての詳細は当社の「圧縮空気清浄化システム」をご参照ください。 

 

 

        使用環境        

！ 警告 
(1)腐食性ガス、化学薬品、海水、水、水蒸気の雰囲気、または付着する場所では使用

しないでください。 
(2)振動または衝撃の起こる場所では使用しないでください。 
(3)日光が照射する場合は、保護カバー等を設置してください。 
(4)周囲に熱源がある場合に、輻射熱を遮断してください。 
(5)油および溶接時のスパッタなどが付着する場所で使用される場合は、適切な保護対

策を施してください。 
(6)油、クーラント液および水等の液体がかかったり、塵埃が付着したりするような場

所での使用は避けてください。 
防水・防塵構造ではないため、バルブ内部へ液体および塵埃が浸入して作動不良の原因となり
ます。直接の飛沫をさけるよう保護カバーをつけるなどを設けてください。
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        保守点検          

！ 警告 
(1)機器の取外しおよび圧縮空気の給排気 

機器を取外す時は、被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置がなされていることを確認して

から供給空気と電源を遮断し、システム内の圧縮空気を取付けてある残圧開放機能により排気

してから行ってください。 

また、機器を取付けて再起動する場合は、アクチュエータ等の飛び出し防止処置がなされてい

ることを確認のうえ圧縮空気と電源を供給し、機器が正常に作動することを確認してください。 

(2)点検を行う場合は、アクチュエータなどの飛び出し防止処置や作業者の安全が 確

保されていることを確認してから行ってください。 
(3)ドレン抜き 

エアフィルタのドレン抜きは定期的に行ってください。ドレン抜きを忘れるとドレンが二次側

に流出し、空気圧機器の作動不良を招きます。ドレン抜き管理が困難な場合には、オートドレ

ン付フィルタのご使用をお勧めします。 
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メカニカルバルブ固有の注意事項 

       設計上のご注意          

！ 警告 
(1)圧力を封じ込める用途には使用できません。 

弁には僅かな漏れを許容していますので、真空を含む圧力を封じ込める用途には使用できませ

ん。 

(2)緊急遮断弁として使用できません。 

緊急遮断弁などの安全確保用のバルブとしては設計されていません。そのようなシステムで使

用される場合は、必ず、別に確実に安全を確保できる手段を講じてください。 

 

(3)ローラレバー（-01）およびローラ調整レバー（-13）は、ドグやカムが通過するような用途で

ご使用の場合、スプリング力によってローラレバーが勢いよく戻るため、中心位置（非操作位

置）を超えて反対側に一瞬傾き、エアが出力する場合があります。ご使用のシステムに影響が

ある場合は、スプリング力を弱くした特注品もありますので、弊社までご相談ください。 

 

 

          取付          

！ 警告 
(1)メカニカルバルブを設置する場合は、動作限度以上操作しないような位置に取付を

行ってください。 

動作限度を超えて操作された場合はメカニカルバルブ自体が破損し、装置の作動不良の原因と

なります。本取扱説明書の 6 項に「機械操作形の使用条件」についての主な注意事項を示しま

すので、参照ください。 

 

(2)ボディや取付穴の拡大などの追加工は絶対に行わないでください。 

エア漏れや予期せぬ異常の原因となります。 

 

          操作          

！ 警告 
(1)機械操作形を作動させる場合のカムやドッグ角度、操作速度は最大値を超えないよ

うにしてください。 

限度を超えて操作された場合はメカニカルバルブ自体が破損し、装置の作動不良の原因となり

ます。本取扱説明書の 6 項に「機械操作形の使用条件」についての主な注意事項を示しますの

で、参照ください。 

 

！ 注意 
(1)長期間操作状態で使用された場合には、パッキンの固着により復帰までに時間がか

かる場合があります。 

長期間操作状態を維持するような使用方法の場合はご注意ください。 
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        保守点検          

！ 警告 
(1)始動時など、必要に応じて定期的な点検を行い、メカニカルバルブが確実に作動す

ることを確認してください。 
(2)本製品の分解や修理、改造を行わないでください。 

機器が正常に動作しなくなり、けがや破損の原因となる可能性があります。 
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2.用途 

本器は、工作機械、一般産業機械等の空気圧制御回路において信号発信用のバルブとして使用

されるものです。 

 

3.仕様 
使用流体 圧縮空気及び不活性ガス 
使用圧力 －100kPa ～ 1 MPa 
使用温度 －5 ～ 60 oC  （凍結なきこと） 

音速コンダクタンス 
1(NC)→3(OUT)：1.4 dm3/(s･bar) 
2(NO)→3(OUT)：1.4 dm3/(s･bar) 

給油 不要 / 給油の場合はタービン油１種（ISO VG32） 
接続口径 （呼び径） Rc1/8､NPT1/8､G1/8（6A） 
機能 NCまたはNOタイプ 
構造 ポペットタイプ 
位置数 2 
ポート数 3 
質量（基本形） 180g 

 

4.型式およびストローク 

 

           

F.O.F. ＜全体の動きに必要な力＞･･･ アクチュエータの自由位置から動作限度位置まで操作す

るのに必要な力 

P.T．   ＜動作までの動き＞･･･ アクチュエータの自由位置から弁が開くまでのストローク 

O.T.  ＜動作後の動き＞･･･ 弁開位置から動作限度位置までのストローク 

T.T.    ＜全体の動き＞･･･ アクチュエータの自由位置から動作限度位置までのストローク 

タイプ 型式 
F.O.F. P.T. O.T. T.T. 

at 0.5 MPa (注 1) (注 1) (注 1) 
(注 1)       

基本形 VM830-01-00 23N 1mm 2mm 3mm 

ローラレバー VM830-01-01 20N 20o 30o 50o 

ローラ調整レバー VM830-01-13 20N 注 2) 20o 30o 50o 

ロッド調整レバー VM830-01-14 2.3N 注 3) 20o 30o 50o 

注 1. 代表値を示します。 
注 2. レバーの長さを 38.1mm にした時 
注 3. レバーの長さを 141.2mm にした時 
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5.取付方法及び取付姿勢 

 

取付は、M5ネジを使用し 4ヶ所で取付ます。また、裏側から取付るために 4ヶ所の M6、ねじ深さ

15mmのネジが切ってありますので、表面、裏面のいずれの方向からでも取付けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取付姿勢について制限はありませんが、切削油、水滴、ゴミ等がかかる場合は、排気ポートに配

管等をして、侵入を防いでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表面取付の場合 裏面取付の場合 

取付板 取付板 
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６.機械操作形の使用条件 

 

 

6-1 操作スロトーク 

 

操作ストロークは、動作までの動き（P.T.）と全体の動き（T.T.）の中間にしてください。 

全体の動きいっぱいまで押すことは、部品の摩耗により復帰不良の原因となりますので、避けて

ください。 

 

 

6-1-1 ローラレバー形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作角度 例 

45o以下 

ドッグ 

φ17.4 

硬化鋼ローラ 
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6-1-2 ローラ調整レバー形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドッグの深さ 

調整長さ(mm) ドッグの深さ(mm) 

26（最小) 7 

46 12.5 

66 18 

89（最大） 24 

 

 

 

 

 

φ17.4 

黒色ナイロンローラ 

 

ドッグの深さ 

ドッグ 

例 

最大 

操作角度 

最小 

以下 
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6-1-3 ロッド調整レバー形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドッグの深さ 

調整長さ(mm) ドッグの深さ(mm) 

30 8 

60 16 

90 24 

120 32 

141.2（最大） 38 

 

 

 

 

 

 

例 

ロッドは自由に変形させて使用でき

ますが、ロッドの最小曲げ Rを R10 以

上とってください 

 

ドッグの深さ 

ドッグ 

操作角度 
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6-2 カムおよびドッグの角度と最大速度 

 

アクチュエータ ドッグの角度 ドッグの最大 

速度 m/s 

ローラレバー 30o 0.5 

45o 0.2 

ローラ調整レバー 30o 0.2 

45o 0.1 

ロッド調整レバー ― 0.2 

 

 

6-3 カムおよびドッグの材質 

 

ローラ材質 ドッグの材質 ドッグの仕上精度 

樹脂 金属 Rz 6.3 以下 

金属 金属・樹脂 Rz 25 以下 

 

 

 

 

 

6-4 操作方式や操作機構の形状 

 

(1)ドッグやカムの急な立上り、立下りを避けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）動作限度位置を越える動きになることを避けてください。 

不適（×） 適当（○）

急な立上り 

 

6-2 項 
最大角度より大 

6-2 項 
最大角度以下 
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7.アクチュエータの取付方法 

7-1 全アクチュエータ共通 

各種のヘッドは、4 本のビス（M3.5x27）でメカニカルバルブに取付ます。 

工具は、プラスドライバーが必要になります。 

取付ビスは規定の長さより長いものは使用できません。 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-2 アクチュエータ部品品番 

 アクチュエータ 
アクチュエータ 

部品品番 
基本形 ― 
ローラレバー VM-01F 
ローラ調整レバー VM-13F 
ロッド調整レバー VM-14F 

    

 

 

なお、アクチュエータの取付方法について以下に述べます。 

 

 

M3.5x27 
十字穴付なべ小ねじ 
ばね座金付 

M3.5 タップ 

メカニカルバルブ 
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7-3 段付のプランジャの方向を変更することで、動作方向が変えられます。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

7-4 ローラレバーの内側への取付ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動作 不動作 動作 動作 動作 不動作 

標準品の動作位置 

段付のプランジャ 

六角穴付ボルトをゆる
めて向きを変える 

六角穴付ボルトを取り
外して向きを変える 
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7-5 レバーの取付位置が変えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-6 ヘッドの方向が変えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-7 レバーの長さの調整ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六角穴付ボルトをゆるめて
360o どの位置にもレバーの取
付が可能 

六角穴付ボルトを
ゆるめてレバーの
調節をする 

六角穴付止めねじをゆる
めてロッドの長さを調節
する 
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B: 安全上のご注意更新、お客様相談窓口 
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